
晩
秋
の
候

宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
会
宮
崎
支
部
会
員
諸
兄
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
福
の
段

大
慶
至
極
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
支
部
運
営
に
際
し
て
特
段
の
ご
高
配
を
賜
り
、
深
甚
な
る
敬
意

を
表
す
と
共
に
、
倍
旧
の
ご
支
援
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

毎
年
春
秋
は
自
衛
隊
関
連
行
事
が
重
な
り
先
月
も
例
外
で
は
な
く
、
計
六
回
県
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
時
系
列
的
に
ご
案
内
致
し
ま
す
。

十
月
四
日
は
新
田
原
基
地
に
て
今
月
一
日
開
催
の
｢
防
協
青
第
十
三
回
宮
崎
大
会
｣
実
行

委
員
会
が
あ
り
、
各
支
部
か
ら
参
加
者
や
協
賛
広
告
の
途
中
集
計
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

当
支
部
を
始
め
県
内
各
支
部
長
等
の
尽
力
で
参
加
人
員
や
特
に
協
賛
広
告
等
の
目
標
は

大
き
く
達
成
さ
れ
、
先
ず
は
資
金
的
に
は
余
裕
の
あ
る
大
会
運
営
が
出
来
そ
う
で
す
。

大
会
終
了
後
に
改
め
て
決
算
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
致
し
ま

し
て
、
大
会
参
加
や
協
賛
広
告
に
ご
協
力
頂
い
た
支
部
会
員
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

同
六
日
は
健
軍
駐
屯
地
で
の
第
五
十
八
回
西
方
総
監
創
隊
記
念
式
典
に
、
当
支
部
よ
り

三
名
参
加
し
て
西
方
麾
下
の
精
鋭
部
隊
に
よ
る
車
両
観
閲
行
進
を
見
学
し
、
八
月
に
上
番

し
た
｢
番
匠
総
監
｣
の
力
強
い
ス
ピ
ー
チ
を
大
変
心
地
よ
く
拝
聴
さ
せ
て
頂
い
た
処
で
す
。

同
九
日
は
県
内
六
番
目
の
串
間
支
部
発
足
記
念
式
典
に
二
名
で
参
加
し
、
串
間
支
部
の

仲
間
達
と
楽
し
く
交
流
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
翌
日
の
宮
日
新
聞
に
大
き
く

掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
頂
い
た
会
員
も
お
ら
れ
る
事
か
と
存
じ
ま
す
。

同
二
十
日
、
靖
国
神
社
秋
季
例
大
祭
に
初
め
て
参
列
し
た
と
こ
ろ
、
一
千
名
を
越
え
る

方
々
が
風
雨
を
つ
い
て
参
集
し
、
阿
南
惟
正
氏
が
一
番
先
に
昇
殿
参
拝
を
さ
れ
ま
し
た
。

あ
の
有
名
な
「
一
死
以
テ
大
罪
ヲ
謝
シ
奉
ル
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
夜

陸
軍
大
臣

阿
南
惟
幾
神
州
不
滅
ヲ
確
信
シ
ツ
ツ
」
の
遺
書
を
認
め
て
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
早
朝
、

割
腹
自
決
し
た
、
終
戦
時
の
陸
軍
大
臣
・
阿
南
惟
幾
大
将
の
ご
子
息
で
す
。

宮
城
事
件
に
一
部
参
画
し
、
ま
た
阿
南
大
臣
の
自
決
の
直
前
に
部
屋
を
訪
ね
た
、
岩
田

正
孝
（
旧
姓
井
田
）
陸
軍
元
中
佐
は
、
そ
の
時
の
模
様
を
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に

お
目
に
か
か
っ
た
時
、
既
に
死
の
準
備
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
今
、
お
れ
は
死
の
う
と

思
う
が
、
お
ま
え
は
ど
う
思
う
か
」
と
い
き
な
り
問
わ
れ
る
の
で
す
。
即
座
に
「
結
構
で

す
」
と
答
え
る
と
、
大
臣
は
喜
ば
れ
ま
し
て
ね
。
と
こ
ろ
が
「
私
も
閣
下
の
あ
と
を
参
り

ま
す
」
と
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
ま
し
て
、
私
の
頬
を
両
手
で
バ
ン
バ
ン
と
叩
き
「
死
ぬ
の
は

お
れ
一
人
で
い
い
。
み
ん
な
死
な
ず
に
国
家
再
建
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
」
と
。
そ
う

言
っ
て
私
が
ハ
イ
と
い
う
ま
で
、
い
つ
ま
で
も
私
を
抱
き
し
め
ら
れ
ま
し
た
・
・
・
・
。

そ
の
後
阿
南
惟
幾
陸
軍
大
臣
は
、
介
錯
を
拒
み
苦
し
め
る
だ
け
苦
し
み
、
十
五
日
七
時

十
分
に
絶
命
し
た
そ
う
で
す
。
全
て
の
ご
英
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
同
二
十
七
日
は
朝
霞
訓
練
場
に
於
い
て
三
年
に
一
度
挙
行
さ
れ
る
｢
観
閲
式
｣
の

一
糸
乱
れ
ぬ
徒
歩
部
隊
、
紺
碧
の
空
に
舞
う
飛
行
部
隊
、
威
風
堂
々
の
車
両
部
隊
な
ど
の

行
進
を
観
閲
台
の
真
後
ろ
か
ら
、
誠
に
頼
も
し
く
参
観
さ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

観
閲
官
で
あ
る
安
倍
総
理
の
訓
辞
は
当
夜
の
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
さ
れ
た
の
で
、

お
聞
き
に
な
ら
れ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
「
自
衛
隊
は
存
在
す
る
こ
と
で
抑
止
力
に
な
る
、

と
言
っ
た
従
来
の
発
想
を
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
十
一
月
一
日
は
「
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
青
年
部
会
第
十
三
回
青
年
研
修
会
宮
崎

大
会
」
と
「
九
州
・
沖
縄
地
区
防
衛
協
会
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
第
三
十
一
回
宮
崎
大
会
」

が
新
田
原
や
日
向
灘
、
そ
し
て
シ
ー
ガ
イ
ア
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は

来
月
号
の
中
で
そ
の
詳
細
や
顛
末
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

結
び
に
、
祖
国
の
彌
栄
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
衷
心
よ
り
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

二
十

五
年

十
一

月
一

日
宮
崎
県
防
衛
協
会
青
年
部
会

宮
崎

支
部

支
部
長

小
倉

和
彦




